
部活動地域展開について 
部活動については、これまで学校教育の一環として行われ、生徒自身が興味・関心のある種目に

自主的・自発的に参加し、部活動顧問の指導の下、教師の献身的な支えにより、スポーツ・文化 芸

術振興を担ってきました。また、体力や技能の向上を図る目的以外にも、異年齢との交流の中で、

生徒同士や生徒と教師等との好ましい人間関係の構築を図り、学習意欲の向上や自己肯定感、 責

任感、連帯感の涵養に資するなど、学校という環境における生徒の自主的で多様な学びの場として、

教育的意義を有してきました。 

 しかし、少子化が進展する中、学校部活動を従前と同様の体制で運営することは難しくなってき

ており、学校や地域によっては存続が厳しい状況にあります。本校のおいてもある部活動ではチー

ムを本校の生徒で編成することが困難な状況にあります。また、専門性や意思に関わらず教師が顧

問を務めるこれまでの指導体制を継続することは、学校の働き方改革が進む中、より一層厳しくな

っています。本校でも生徒たちのためということで、休日の練習等について家庭生活と折り合いを

つけながら顧問の先生方の誠意に支えられて部活動が成り立っている現状があります。 

このような現状を踏まえて、生徒のニーズに合うと共に教員も指導するかしないかを選択できる

ような持続可能な豊かなスポーツ・文化芸術活動を実現するためには、学校と保護者・地域との連

携・協働により、学校部活動の在り方に関し改革に取り組み、生徒や保護者の負担に十分配慮しつ

つ、活動環境を整備する必要があります。 

 

今後、市川市教育委員会の方針を踏まえ部活動の地域展開を本校でも進めていきます。進めるに

当たってはまず、生徒のニーズを把握したうえで、保護者や地域の方に協力出来る方を募る等して

いきます。また国府台地区の関係機関等と連携も視野に入れながら国府台の恵まれた環境を活用し

た取り組みにしたいと考えています。指導者の確保や受益者負担等たくさんの課題はありますが、

生徒たちの持続可能な活動機会の確保を第一に考えて進めていきます。 

既に 7 年度９月より、休日の部活動については外部の指導者に入っていただき地域展開が市川

市として条件が整った学校の部活動において試行として進めていた四中においてスタートしてい

ます。本校においても本年度後期スタートできる部活動については準備を進めたいと考えていま

す。スタートに当たっては教育委員会と連携して保護者会等を開催した上で、生徒保護者の皆様と

方針や運営方法について共通理解を図りながら進めていきます。進めるにあたり現状では指導者の

確保に苦慮している状況にあります。そこで令和８年度より、市川市は学校の先生で地域の方とな

って地域クラブ活動を希望する場合に兼職兼業による指導も含め展開を広げていくようです。 

今後、随時学校だよりやホームページ、スキットメールにて進捗状況をお知らせしていきます。

どうぞご理解・ご協力お願いします。 

※お問い合わせ（校長：猪又、部活動担当：会田まで） 

 

 

市川市方向性（市川市教育委員会HP より） 

 市川市立第一中学校 学校だより 

 

 

https://ichikawa-school.ed.jp/dai1-chu/ 

令和７年度 第６号 

校長  猪又 雅広 

令和７年９月１９日 
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※裏面：スポーツ庁方針あり 



スポーツ庁 HPより 


